
今
回
は
漢
文
で
す
。
出
典
は
面
白
い
文
章
の
多
い
『
戦
国
策
』
か
ら
。

分
く
ら
い
を
目
安
に
チ
ャ
レ
ン

20

ジ
し
て
く
だ
さ
い
！

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。

希

写

見
二

建

信

君
一

。
建

信

君

曰
、「
文

信

侯

於
レ

僕

也
、

ユ

ニ

ク

ノ

ケ
ル

ニ

甚

無
レ

礼
。
秦

使
二

人

来

仕
一

、
僕

官
二

之

丞

相
一

、
爵
二

五

大

夫
一

。

ダ

シ

ム
ル
ヤ

ヲ
シ
テ

ツ
テ

ヘ

シ

ヲ

ニ

ス

ニ

文

信

侯

於
レ

僕

也
、
甚

矣

其

無
レ

礼
。」
希

写

曰
、「
臣

以

為
、

ノ

ケ
ル

ａ
ダ
シ
キ

ノ

キ
ヤ
ト

ク

お

も

へ

ラ

ク

今

世

用
レ

事

者
、
不
レ

如
二

商

賈
一

。」
建

信

君

悖

然

曰
、「
足

ノ

フ
ル

ヲ

ハ

ト

カ

こ
ニ

ト
シ
テ

ク

下

卑
二

用
レ

事

者
一

、
而

高
二

商

賈
一

乎
。」
曰
、「
不
レ

然
。
夫

良

シ
ミ
テ

フ
ル

ヲ

ヲ

シ
ト
ス
ル

ヲ

ト

ク

ラ

レ

商

不
三

与
レ

人

争
二

売

買

之

賈
一

、
而

謹

司
レ

時
。
時

賤

而

買
、

ハ

シ
テ

ハ

あ
た
ひ
ヲ

ン
デ

う
か
が
フ

ヲ

ｂ

や
す
ク
シ
テ

ヘ
バ

雖
レ

貴

已

賤

矣
、
時

貴

而

売
、
雖
レ

賤

已

貴

矣
。
昔

者

文

王

モ

た
か
シ
ト
は
な
は
ダ

ク

ク
シ
テ

ラ
バ

モ

シ
ト

ダ

シ

む

か

し

之

拘
二

於

牗

里
一

、
而

武

王

羈
二

於

玉

門
一

、
卒

断
二

紂

之

頭
一

、

と
ら
ハ
レ

い
う

り
ニ

つ
な
ガ
レ
シ
モ

ニ

ニ

チ
テ

ヲ

而

県
二

於

太

白
一

者
、
是

武

王

之

功

也
。
今

君

不
レ

能
下

与
二

か
ケ
シ

ニ

ハ

ｃ

レ

シ
テ

ハ

文

信

侯
一

相

伉

以
上
レ

権
、
而

責
二

文

信

侯

少
一レ

礼
。
臣

窃

為
レ

ス
ル
ニ

テ
ス
ル
コ
ト

ヲ

ム

ノ

ナ
キ
ヲ

ｄ

カ
ニ

ニ

君

不
レ

取
。」

ノ

ト

ラ

（『
戦
国
策
』）

（
注
）
希
写

―
趙
の
人
。

建
信
君

―
趙
の
大
臣
。

文
信
候

―
秦
の
大
臣
、
呂
不
韋
の
こ
と
。

官
ニ

之
丞
相
一

―
丞
相
の
官
房
に
属
さ
せ
る
。

用
レ

事
者

―
政
治
家
。

牗
里

―
地
名
。

玉
門

―
地
名
。

県
二

於
太
白
一

―
太
白
の
旗
の
下
に
吊
り
下
げ
る
。

権

―
は
か
り
ご
と
。

 



 

「
甚

矣

其

無
レ

礼
」(

傍
線
部
ａ)

と
あ
る
が
、
建
信
君
が
そ
の
よ
う
に
述
べ
た
の
は
な
ぜ
か
、

(一)

簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

(

一
・
五
行)

「
時

賤

而

買
、
雖
レ

貴

已

賤

矣
」(

傍
線
部
ｂ)

を
わ
か
り
や
す
く
現
代
語
訳
せ
よ
。

(二)

(

一
行)

「
是

武

王

之

功

也
」(

傍
線
部
ｃ)

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

(三)

(

一
・
五
行)

「
臣

窃

為
レ

君

不
レ

取
」(

傍
線
部
ｄ)

と
あ
る
が
、
希
写
が
建
信
君
に
訴
え
た
か
っ
た
の
は
ど
の

(四)

よ
う
な
こ
と
か
、
全
文
の
趣
旨
を
ふ
ま
え
て
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ
。

(

二
行)

※
１
行
は

字
前
後
と
考
え
よ
う
。
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【
解
答
】

秦
か
ら
派
遣
さ
れ
た
人
物
に
便
宜
を
図
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
秦
の
大
臣
で
あ
る
文
信
侯
が
、
建

(一)

信
君
に
無
礼
な
態
度
を
取
っ
た
か
ら
。

相
場
が
安
い
時
に
買
え
ば
、
高
い
値
段
の
品
物
で
も
と
て
も
安
く
買
え
る
と
い
う
こ
と
。

(二)

一
時
は
不
利
な
立
場
に
あ
っ
た
武
王
が
、
立
場
を
逆
転
し
て
紂
王
を
打
ち
倒
し
た
の
は
、
適
切
な
時

(三)

機
を
伺
っ
た
武
王
の
功
績
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

文
信
侯
や
秦
に
対
抗
す
る
術
策
が
な
い
以
上
、
文
信
侯
の
無
礼
を
非
難
す
る
の
で
は
な
く
、
今
は
我

(四)

慢
し
て
時
機
を
伺
う
の
が
、政
治
家
と
し
て
も
建
信
君
自
身
の
た
め
に
も
良
い
判
断
だ
と
い
う
こ
と
。

【
解
説
】

傍
線
部
と
ほ
ぼ
同
内
容
が
、
同
じ
台
詞
の
冒
頭
で
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
が
、
冒
頭
に
は
「
矣(

感

(一)

嘆)

」
が
欠
け
て
い
る
点
に
注
意
し
よ
う
。
文
信
侯
の
無
礼
な
態
度
に
た
だ
憤
っ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
秦
か
ら
の
人
間
を
厚
遇
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
礼
な
態
度
が
あ
っ
た
こ
と
に
憤
り
を
強
め

て
い
る
の
で
あ
る
。
解
答
は
単
に
「
秦
使
二

人
来
仕
一

、
僕
官
二

之
丞
相
一

、
爵
二

五
大
夫
一

」
を
訳
す
の

で
は
な
く
、
そ
れ
が
結
局
何
を
意
味
す
る
か(

便
宜
を
図
っ
た
・
厚
遇
し
た)

を
明
確
に
し
よ
う
。

直
訳
で
は
や
や
意
味
が
取
り
に
く
い
が
、
傍
線
部
直
前
の
「
良
い
商
人
は
時
機
を
伺
う
」
と
い
う
内

(二)

容
が
理
解
で
き
て
い
れ
ば
、
難
し
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

周
の
文
王
・
武
王
父
子
が
殷
の
紂
王
を
打
倒
し
た
こ
と
は
漢
文
常
識
で
あ
り
、
こ
れ
を
知
っ
て
い
れ

(三)

ば
、
内
容
は
読
み
取
り
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。
ポ
イ
ン
ト
は
「
昔
者
～
太
白
」
ま
で
を
う
ま
く
ま
と

め
る
こ
と
と
、「
武
王
が
適
切
な
時
機
を
伺
っ
た
」
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
の
２
点
で
あ
る
。

本
文
全
体
の
趣
旨
か
ら
「
文
信
侯
の
無
礼
を
今
は
我
慢
し
て
、
時
機
を
伺
う
べ
き
」
の
内
容
は
必
須
。

(四)

ま
た
、
希
写
が
「
用
事
者
」
や
「
商
賈
」、「
権(

謀)

」
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
我
慢
す
べ

き
理
由
は
道
徳
的
な
も
の
で
は
な
く
、
政
治
的
な
合
理
性
に
基
づ
い
た
実
利
的
な
判
断
で
あ
る
こ
と

を
明
確
に
し
よ
う
。
最
後
に
、
傍
線
部
に
「
為
君
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
希
写
の
主
張
が
建
信
君
の

個
人
の
利
益
に
適
う
点
も
指
摘
し
た
い
。

【
参
考
】

出
典
の
『
戦
国
策
』
は
後
漢
の
劉
向
が
編
纂
し
た
史
書(

逸
話
集)

。「
戦
国
時
代
」
と
い
う
名
称
の
由

来
に
も
な
っ
て
い
る
。
特
に
「
縦
横
家
」
と
呼
ば
れ
る
策
士
・
遊
説
家
た
ち
の
活
躍
が
中
心
で
あ
り
、
道

徳
的
言
説
よ
り
も
実
利
的
で
、
術
策
や
弁
舌
を
重
ん
じ
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。「
虎
の
威
を
借
る
狐
」

「
漁
夫
の
利
」「
先
ず
隗
よ
り
始
め
よ
」
な
ど
、
故
事
成
語
と
な
っ
た
逸
話
も
多
い
。

ち
な
み
に
、
本
文
中
の
「
文
信
候(

呂
不
韋)

」
は
商
人
の
出
な
が
ら
秦
の
宰
相
に
ま
で
成
り
上
が
っ
た

人
物
で
、
始
皇
帝
の
本
当
の
父
親
と
い
う
説
ま
で
あ
る
人
物
。
お
そ
ら
く
希
写
が
「
商
賈
」
を
引
き
合
い

に
出
し
た
の
は
、「
文
信
侯
」
が
商
人
の
出
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
た
も
の
だ
ろ
う
。



 

【
書
き
下
し
文
】

希
写
建
信
君
に
見
ゆ
。
建
信
君
曰
く
、「
文
信
侯
の
僕
に
於
け
る
や
、
甚
だ
礼
無
し
。
秦
人
を
し
て
来

つ
て
仕
へ
し
む
る
や
、
僕
之
を
丞
相
に
官
し
、
五
大
夫
に
爵
す
。
文
信
侯
の
僕
に
於
け
る
や
、
甚
だ
し
き

か
な
其
の
礼
無
き
や
」
と
。
希
写
曰
く
、「
臣
以
為
ら
く
、
今
世
の
事
を
用
ふ
る
者
、
商
賈
に
如
か
ず
」

と
。
建
信
君
悖
然
と
し
て
曰
く
、「
足
下
事
を
用
ふ
る
者
を
卑
し
み
て
、
商
賈
を
高
し
と
す
る
か
」
と
。

曰
く
、「
然
ら
ず
。
夫
れ
良
商
は
人
と
売
買
の
賈
を
争
は
ず
し
て
、
謹
ん
で
時
を
司
ふ
。
時
賤
く
し
て
買

へ
ば
、
貴
し
と
雖
も
已
だ
賤
く
、
時
貴
く
し
て
売
ら
ば
、
賤
し
と
雖
も
已
だ
貴
し
。
昔
者
文
王
の
牗
里
に

拘
は
れ
、
武
王
玉
門
に
羈
が
れ
し
も
、
卒
に
紂
の
頭
を
断
ち
て
、
太
白
に
県
け
し
者
は
、
是
れ
武
王
の
功

な
り
。
今
君
文
信
侯
と
相
伉
す
る
に
権
を
以
て
す
る
こ
と
能
は
ず
し
て
、
文
信
侯
の
礼
少
な
き
を
責
む
。

臣
窃
か
に
君
の
為
に
取
ら
ず
」
と
。

【
通
釈
】

希
写
は
建
信
君
に
面
会
し
た
。
建
信
君
が
言
う
に
は
、「
文
信
侯
の
私
に
対
す
る
態
度
は
、
甚
だ
無
礼

だ
。
秦
が
人
を
我
が
国
に
来
さ
せ
て
仕
え
さ
せ
た
時
は
、
私
は
そ
の
者
を
丞
相
の
官
房
に
属
さ
せ
、
五
大

夫
の
位
を
与
え
た
。(

そ
れ
な
の
に)

文
信
侯
の
私
に
対
す
る
態
度
は
、
な
ん
と
甚
だ
し
い
こ
と
か
、
そ
の

無
礼
な
こ
と
は
」
と
。
希
写
が
言
う
に
は
、「
私
が
思
い
ま
す
に
は
、
現
代
の
政
治
家
は
商
売
人
に
及
ば

な
い
で
す
ね
」
と
。
建
信
君
は
顔
色
を
変
え
て
怒
っ
て
言
う
に
は
、「
貴
殿
は
政
治
家
を
見
く
び
っ
て
、

商
売
人
を
敬
う
の
か
」
と
。(

希
写
が)

言
う
に
は
、「
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
良
い
商
人
は

他
人
と
売
買
の
値
段
を
競
わ
ず
、
謹
ん
で
時
機
を
伺
う
も
の
で
す
。
相
場
が
安
い
時
に
買
え
ば
、
高
い
値

段
の
も
の
と
言
っ
て
も
と
て
も
安
く
買
え
、
相
場
が
高
い
時
に
売
れ
ば
、
安
い
値
段
の
も
の
と
言
っ
て
も

と
て
も
高
く
売
れ
ま
す
。
昔
、
周
の
文
王
が
牗
里
に
捕
ら
わ
れ
、
武
王
が
玉
門
で
牢
に
つ
な
が
れ
て
も
、

結
局
は
殷
の
紂
王
の
首
を
討
ち
取
り
、
太
白
の
旗
の
下
に
吊
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、(

時
機
を

伺
っ
た)

武
王
の
功
績
で
す
。
今
、
あ
な
た
は
文
信
侯
に
対
抗
す
る
の
に
、
権
謀
に
よ
っ
て
対
抗
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
文
信
侯
の
礼
が
足
り
な
い
の
を
責
め
て
い
る
。
私
は
ひ
そ
か
に
、
あ
な
た
の
た
め
に
賛
成

で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」
と
。


